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論文内容要旨
硬組織の代謝機構の
ては,顎整形装置の
根拠に乏しく,顎顔
ることは,骨代謝や
 要な課題である。
そこで,下顎頭軟骨
違が下顎頭軟骨およ
 究を行った。
実験動物として,規
顎整形力を全く負
群,暗顛(20:00-0
した。実験期間終了
検索するため,形態学的,組織学的,免疫組織学的分
その結果,形態学的
 明期群では時期群と比較し
組織学的検索では
熟細胞層と肥大細胞
が,閥期群と時期群との間に萌らかな差は認められなかっ
免疫緯織学的検索
色性において,明期
であるtypeXcolia
していた。さらに
骨細胞増稿活性は,
60%,暗期群に対して約50%抑制されたことを明らかにし
総括すると,ラヅト
顎骨の変形,③軟骨
に高い反応性を示す
 る感受性の高いことが推察された。
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審査結果要旨
矯正歯科臨床にお
ような装置は使用
間の決定は,なんら
る緯織や細胞の反
果的かつ効率的に
合形成のうえで主
るβ内変動の実態を把握することは臨床的にも意義が大き
本研究は以上の観
β内変動を纈胞レベ
研究方法としては,
時期群,対照群の
頭軟骨の外力に対
ゲン・X型コラー
 され暇疵はなく,研究騒的
研究結果について見
下顎頭長,下顎枝長
において,明らかな
間に明らかな差を
萌らかな差を認め
かに菲薄化し,全日
性は,対照群に対
 制されていた。
以上のことから,顎
期)に高い円内変動
 に対する感受性の高いことが推察された。
このような結果は
効な使用法を確立
 (歯学)の学位授与に値する研究と判定できた。
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